
年度/□ 香

昭和10年度
1965 4-ヤ66 3

昭和打年度
1986 1--87 ]

昭和棒 受
1957 4-58 3

昭和43年度
1968 4～60 3

昭和44年度
1969 4-7()3

昭和45年度
1970 4-71 3

昭和46年度
19T1 4‐-72 3

与

おもな発掘調査活動と研究i右動

昏旬 ″Rジ (→ 吉  「 掌チt卓 ■を片ヨ毛とヽ 」  3 2台 再クった■合旨

10月

2月

3月

7月

8月

11月

1月

倉田方はEt4、 サ誌 甑諸師として駒沢大学に赴とす
する。 こ の年 「駒沢大学考古学研究会J↓ 発`足
する。
を賀県有阿町、天狗谷古窯址辞第 1次調査に参加。
長野県上円市、御牧的にて一触調査を行う。
表城県新治郡千代回村にて一般調査を行う,
群馬県大田i、 矢口堀 只 上道嚇の調査を行う。
長野県上田市、信濃国分寺の発親調査に参加する。
群馬県六円市、辻小屋遭跡の調査を行う。

埼玉円 中越市 霞 ケ関道跡の発胡調査に参加する。

昭和404(1965)

駒尺大判 鵬 道教養学部にて
研究維苦 r先史言を創刊

(創刊号おヽら第3号「1966円発行)

騨
人幡一部 (東京教育大学教授)

『考ヤ半に関する5つのWJ
致 次男 (言山大学教授)

招待議産  刊 行活動

11月 ◇ 「先史」第5号の刊行。

6月 ◇ 「先史」第4号の刊行。
(第4号から研究会の発行となる)

革馬民太四ヽ 大道東道跡の調査を行う。
天狗谷古蕉お,群第 2次調査を行う。
掛ノ谷古窯士群の調査を行う。
群馬県大日高、八播窯址群の調査を行う。

4月 倉 田jHE先 生、専任議師となる。
7月 天 狗谷古蕉址群算 3次調査を行う。
8月 東 京都多摩ニュータウンh48A道 跡の調査を行う。
9月   ″         lld267道 跡の調査を行う。
2月 天 狗谷古窯牡群常 4次調査を行う。
3月 辞 馬県大田市育ブ沢古窯址群奈 よ次調査開始される

″    今 山 寺 入遺跡の調査行う。
長野県上田市 信 濃国分キ尼寺の調査に参加する。

1月 倉 田芳印先生 支 学部助教授となる。
7月 神 奈川県川お市 寺 尾台道跡の調査を行う。
9月 天 狗谷古営地r第 5次調査を行う。
3月 管 フ沢古窯址討第I次調査を行う.

群馬県大田市、入宿遺跡の調査を行う。

7月 首 ノ沢造跡篤研次調査 (製鉄遺構の調査)を 行う。
栃木県下都賀部、西方向古墳群 観 旨圭遺跡の調査

0月 栃 木県藤岡町 鶴 跡の調査を行う。
11月 長 野円を久市 北 西久保遺跡の調査を行う。
12月 長 野県長野市、大望J俗 支古墳群の調査を行う。
2月 大 室古墳群捌畳粛査力鵡 まる。‐3月
3月 菅 ノ沢古蕉址群算Ⅳ次調査を行う。

7月 千 葉県岩井町にて西方山古墳群 観 首堂道跡の

集中譜理を行う。
栃木尾 とこ川町、大野 願 成寺遺跡の調査を行う。

月

力

月

　

月

８

山

１２

　

１

″     イ ム沼造跡の調査を行う。
天狗谷古窯址群第 6次調査を行う。
長野県長FrF、大量古墳群測量調査。
上二川町にて大野 願 成寺追跡の集中増理を行う。
菅ノlP古窯址群第V次調査を行う。

この年博勅鏡韓座開藤するも
5月 東 京都文京区本部 4丁 目の発掘調査を行う。
6月 東 京都、多摩ニュータウン小亡日遣跡の調査。
1月 千 葉県市原市、南総中道跡第 1次調査の開始。
9月 長 野県望月町にて緯物館笑習 (窯分布調査)を 行う
12月 大 を古墳吾測岳調査。‐2月

3月 菅 ノ沢古窯址群第VI次調査を行う。

1筑'10

9月 ◇ 「先史」

群馬鼻後奈遣疎にて
5号刊行

19688  神 奈川県寺尾台廃寺の調査

９

，

12月 ◇ 「先史」第子号の刊行。



昭和47年度
1972 4～73 3

昭和48年度
t973 4～71 舟

昭和4咋 庄
lm 4～ 75 3

昭和50年度
19714～7は3

昭和51年度
J976 4～77 3

昭和524F座
197 4-78 3

昭和53年配
1978 4～79 9

6月 南絡中進跡第 2次調査を行う。～12月

千葉県市原市、言解沢遺断の調基を行う。
長野県望月町にて辞物館実習 (石仏調養)を 行う。

市原iに て南総中遺跡の集中撃理を行う。～3"11月

tr6 4 将抵晨首ブ測晴騒ヽて●lロ

5月 千 寝桜非道跡第2-を 行う。～12月

7月 上 ブ台造賄第 3添 純査開島 ～2月

4月 市 原市、南総中遺跡の第 2次集中整電を行う。
S月 千 葉県千葉転 上の合湾跡第 1次調査始まる。～1〕

8月 千 葉県膝涌市にて博協館実習 (民俗覇査)を 行う。
長野果望月町にて申協お実習 (石仏湖=)を 行う。

9月 千 葉県勝清市にて伸物鐘実習 (R俗 日差)を 行う。
3月 首 ノ沢古薫士群第順次調さを行う。

4月 お 田雑 文学部教室となる。
5月 千 葉県部 上の台道跡第 2次目査始まる。～38

ク 上 の台にて南総中道路第 3水集中を理を行う
ほ月 勝 満市の民岱調査

9月 長 野県望月町にて歯物館実習 (文書 石 ム調査)。
10月 神 菊 ‖県横浜市、細 しニユータウンにてIta館 貿習

〈民俗調査)始 まる。

子蕉県香取孝千掲町、千潟桜井tBIの 関とを行う。
3月 菅 ノ沢古窯■群第正次調査を行う。

く上ノ台遺跡の調査は整理を含めて昭和覇年(1980)まで)

8 jj 神却 “県横浜市、潮 しにて樽物韓実習 (民俗調査)

9月 長 野Ere月町にて伸物憶実習 〈文書 石 仏調査)。
3月 群 馬ミミ 隠転 首ノ沢造跡第X次 調査を行う。

5月 ◇ 駒長大学にて第42回 日本考古申嘘会樽会
が開催される。

7月 東 京都世田谷区、上之台造断の調査を行う。
9月 長 野県望月町にて博物館実曹 (文子 石 仏預=)。

神知 叫県横浸市閣 とにて鷹物館実習 (員俗頭=)。
3月 管 ′沢遺跡第11次調査を行う。

群馬県大田市、践穴山古墳の発編調査を行う。

5月 東 京都町田市、武蔵岡道跡の調査始まる。
9月 長 野県望月町にて博物館実習 〈文輩 石 仏田査)。

神奈川県横浜市潮 とにて博窃館実習 く民裕調査)。

10月 長 崎却 地蔵平薫■の調と。
2月 武 蔵岡道跡第[次訂査を醜
3月 壊 穴山古墳算E次 調査を行う。

韓馬県大国市、大道東造跡第 1次調査開馬

5月 武 蔵岡道跡第亜次調査を覇始。～10,

9月 長 野県望月町にて博物館実習 (ズ青 石 4胴 養)。
陀月 長 野県長野市、大室古墳群分布調とを行う。
2月 千 資県市原市にて停物館実習を行う。
3月 群 馬県大国市、大道東遺断第 2次調査開塩

東京gF/、二子市、石"天 野遺身第 1次田基開応
神奈川県横浜市細 臨こで神物鶴実習 (員俗買査)。

11月◇ 「完史J8号 刊行。

鵬
大和久震平 〈山武考官学研究所)

'考古学の′(イオニアJ(3回 継続)

駆
5" も 韓階 Q智 大学助教優)

ル(ンチエン煎 ヒについてコ
研  黒 田和彦 嚇 大学助手)

rメツポタミアの吉代造弥についてg
抑  を 兎蔑 (奈良文化財研究所考古宣長)

醐 と道物の分布をどう考えるかJ
9月  町 本勇 (立受じ鮮弟除師)

『弥と時代の祭落と惑制についてJ
101 小 よも懸 国数 学助教授)

『道跡と適物の分布についてJ
I切 鈴 木公雄〈塵応大学効歓捜)

唄 塚の中の点骨についてJ
勁  孫 各一(同 志社大学監抑

確 陵研究と考古学J
38  都 由比呂志(京 都大学助つ

印 における23の 視点J

4月 ◇ 「先受J第 9号弔仇

醸
9R  ttDS茂 弘(多 賀張預彗研究所)

r夕賀城の調査の方法と虚員ョ

鵬
12, 小 林=郎 り 活大学助関め

r関東における― 境と割懐鵠 う

話FHEコ

駆
9 n  指 街彰― に 古屋大学敏臣〉

嘩  撤 コ
近藤姜郎 (岡山大学技使)

『塩の考古学〕
伊藤玄三 (菊氏々報 )

随
11月 石 附喜美男 (北海道大学軟綬)

『J伏 式と錬文土器1
12月 小 由墓治 (神奈川曽科大学教授)

r歴史時代のと器J
月

月

１１

３

◇ ワ出也 第11号刊行。
◇ 「先史J第 16ul行 。
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昭和5 5年度

1980 4～81 3

昭和564F産
1981 4～82 3

昭和57年度
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1983 4～84 3
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4月 武 蔵日造跡第W改 調査を開塩 ～12月
9月 長 野県望月町にて博物範実官 〈文書 石 “調査)。
10月 和 |十天野道球の第2次調査を行う。
2月 千 葉県市原すにて博物鶴実習を行う。

伸剤 県横浜市潮 と,tて博助館実費 (民裕調査)。

大道東遺跡第 骨次調査輪

4月 武 蔵岡l■MIV次 爵査を開ぬ ～10月
和 Ⅲ天騨 瞭 第3幻 轄 描

8月 長 崎県な浦市、な涌皿山窯予特調とを開始する。
9月 長 野県ヨ月町にて博物館実習 (文書 石 仏調査)。
12月 長 野県長野市、大量古墳春分薩 。
2月 fANRI l山黙社の本雷査を行う。

子葉県市原市にて博物館実習を行う。

神奈,1県横浜市潮 しにて強 習 く員俗調査)。
群馬県大田市にて考古学実習を行う。

4月 和 Ⅲ― A地 区の抱

ヨ期に考古学実習を行う。
武蔵口走跡A地 区の調査関ぬ ～1研

8月 な お皿山と時 (暮址)の 調査を行う。
9月 長 野県ヨ月町にて博物宙実習 (文書 石 tA調査)。
2月 群 馬県大田市、駒形道跡南地区の口基。～3月

子葉県市原すにて博防館実習を行う。
神奈川県横浜所潮 しにて博物館実習 く員俗覇査)

4月 柳 1駆 断D地 区の調査 ～10月

夏期に考古学実習を行う。
9月 長 野県望月町にて博物館実習 (文書 ・石仏調査)。
15月 コ ‖天野遣勝D地 区の集中調査を田始。～靭
12月 第 1日 「ほ史合同研究発表会Jに て駒形お跡発銅

調査の蔵果について発表する。
2月 和 |1天野た跡B4L区 の調査を開馬
3月 町 形造弥南地区の集中調査を行う。

4月 石 "天 野遺時C地 区の調査6～ 1け
・2期 に考古学実習を行う。

B形 述麟南地区の芸Ⅲ調査を行う。
子月 ・東京殺 二ヽ子よ 飼毎大学太陽の― の調査鶴婚
3月 長 野県望月町にて博物館実習 (文書 石 仏調査)。
1妙弓 石 川天軒た時C地 匿の集中調査を開姑 ～3河
3月 埼 玉県上昌町、三日地内 1号古墳の調査を行う。

4月 石 川天野出賄A地 区の調査。～3月
2月に考古学実習を行う。

創価大学太l●の丘造跡の集中整理を行う。
9月 長 野案ヨ月町にて博効館実習 〈文書 右 “調査)。
12月,石川天野道るA地 区の集中調査をB8jl.～ 3】
2月 対 玉県篤谷私 対 1適時の調査を行う。

5月 石 川天野主啓 地 区の討島 ～ t】

7月 熊 谷市にて入川道隊の集中調査を行う。～3月

8月 埼 玉県熊谷"に て大塚古墳測員実宮を行う。
9月 長 野熙題月町にて博物館実習 (文書 石 生調査)。
2月 埼 玉県障谷市、別府石田道必の調装を行う。
3月 埼 玉卿 WH町 一般議査開始する。

1磁1け 長率目望明町の石ム調査から

3月 ◇ 「売史」お1晴 、第21号刊行。

綴
研  西 谷工 く九洲"

F莉醐田制の壊選 コ

9月 ◇ 「先史」第1窮 、第1碍■行。
2月 ◇ 「先史」第lJWl行 。
3月 ◇ 「先史」第14号(5の1)第 220仇

8月 ◇ 「先史j第 神号刊行じ

繭
11〕 藤 本強 く東京大学教授)

は〃トメ琳タミ7の初期農期利用J
l〕目 ◇ 「先真」第14号刊行。
3月 ◇ 「先史」第力号刊行。

鰻
5H  西 日守夫 (東京目立博幼館)

'三角禄神獣鎮研究の課題』

3月 ◇ 「先史」第勢号刊品

嬢
9月  大 川滑(国士籍大学教授)

「東大寺司造輌折↓
佐藤撻夫 〈東京大学助教授)
都由比目志 〈京都犬草助手)

2月 ◇ 「先史」第17号、第抑号刊行。

購

瀬子書軟 (関西大学教授)
「終末切古墳と火麹

線
平井let忘(立正大学議師)

r紙の考古学』

3月 ◇ 「党史」第2靖刊行。



昭和6 年ヽ度
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昭和62年度
1987 4-80 3
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1989 1‐‐90 〕

平成2年度
1990 4-91 3

平成 3年度

1991 4～92 3
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1992 と～93 3

子蔵5年度
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平RE 7年度
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1996 4～07 3

4月 駒 沢大学にて靖52日 日本考古学協会樽会
が開にされる。

7月 埼 玉県熊谷市、籠原曇古墳の調査を行う。

兵庫呉伊丹市、有岡城跡の調査を行う。～10月
9月 長 野県望月町にて博物館実習 (文書 石 仏調査)
2月 埼 割 V!町 にて第2次一般ヨ査を行う。

7月 黎 抑 、高野谷戸-1次 調査を行う。
9月 長 野民望月町にて伸防館実習 〈文書 石 tA調査)
2月 埼 玉県イVI町 にて第 3次―穀調査を行う。

口この年から平成2年 まで研究全新入生の大会なし。
7月 高 勢 -2雄 雛 する。
9月 長 野県勤 ■にて中物館実習 (文書 石 仏調査)

7月 高 野谷戸道酪第 3次調査を開始する。
9月 長 野県望月町にて絆切館実習 〈文書 石 仏調査)

mRa
9】 林 控作 (Jじ的 け博域接)

鴫 文の終末と弥生の開始コ

◇ 「抱 第2Spれ

池上信 (立正大学韓師)
r横穴墓の変選J

―宅敏之 (五 と大学4BF)
r整 ょ

徐 氏 さ (J疎 大学騎手)

傷 譲 C的 理破瞑裕帥 長)

7月 佐 賀県有国町、自川原窯ノ辻窯JILの調査を行う。
9月 長 野県望月町にて伸揚飽実習 (文書 石 仏調査)。
12月 を 賀民有口町の民俗調査を始める。。

□ 3年ぶりに新ムと 3名が入会する。
7月 埼 玉県■望町、寺西造跡の調査を行う。～9】

8月◇オ田芳郎先生、大様民国ツウル大学に震学する

9月 長 野県望月印,こて博物館実習 〈文書 石 仏調査)。
12月 を 賀県有田町の民俗調亀

7月 埼 玉挿尊寸1町、和鋼 の調査を行う。～3"

8月 佐 賀果有田町の民俗調査

9月 長 野県望月町にて障物館実習 く文書 石 仏調査)。

10月 細 谷遺財の集中調査を行う。～9月

3月◇倉田芳却発生、お国から汚国。

7月 兵 庫県伊】市有断残址第 132次調査を行う。10】

東京大学イタリア発鑑調査に参加する。

佐賀県有田町の民俗調島

長野県望月町にて博物悦実習 α 書 石 仏調査)

埼調 りH町の青右曇右調査を始める。

「考古学研究会」30年同年を迎える

佐賀県有田町、小濃上窯社にて食沢大学との

合同調査を行う。～ 瑚

を賀県有田町の民俗 石 “調査。
長野県望月町にて停物館実習 (文書 石 仏調査)

埼玉県イリ1町備 石駒 ―

愛知県南知夕市、永昌寺にて南川原窯ノ走遺跡の

集中整理を行う。～ 1月

9月 長 野県望月町にて博物館実習 (文書 石 仏調査)
8月 佐 賀県有回町の民俗調査。
11月 埼 玉則 W‖町の吉石墓石調査

1万 千 掲桜井遺麟 南 川原薫フとと嚇の室理を行う。

7月 愛 知R豊 国市的 古ヽ墳群の調査を行う。
8月 神 奈川県平塚市、北金目適跡で考古学実習を行う。

9月 長 野県望月町にて伸物憶実習 (文書 石 ム調査)。

10月  ″  飯 田市にて博物館実習 〈石仏分布調査)。

11月 埼 卸 WH町 の苦石墨も調査。

朔
鵬
岬

鵬

朧

期
効
げ
　
り
明
　
朝
明
醐
　
り

i駅25   軸 訳 国立光洲博碗館にて、
18-)


